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1 まえがき
次世代無線通信システムでは大容量・高速通信を実現

するためにミリ波帯の利用が考えられる．ミリ波帯の電
磁波は伝搬損失が大きいため，端末・基地局アンテナが
互いの方向にビーム走査することが望ましい．
そこで筆者らは，ミリ波帯通信システム用ビーム走査

アンテナとして平行二本線路と結合したダイポールア
レーアンテナを提案した [1],[2]．これまでの研究で，提
案アンテナの素子間隔を変えてビーム走査できることを
明らかにした [1]．本報告では平行二本線路にインダク
タを挿入して提案アンテナのグレーティングローブを抑
圧する．また、インダクタの損失が利得におよぼす影響
を数値シミュレーションにより明らかにする．

2 数値シミュレーション
提案アンテナモデルを図 1 に示す．終端インピーダ

ンス ZL = 300Ω で整合した平行二本線路からの距離
h = 0.5mmの位置に半波長ダイポールを N = 10素子，
等間隔に配置した．素子間隔 dを変えることによりビー
ム走査する．ただし，周波数 f = 30GHzで，λ0は自由
空間中での電磁波の波長である．また，各アレー素子間
の線路上にインダクタ素子を装荷し，線路中を伝搬する
電磁波の実効波長 λを変化させる．主ビーム方向 θ0 と
dの関係は以下の式で与えられる [3]．
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インダクタ素子を装荷することで，λ < λ0 となり，
m = 0に対応して生じていたグレーティングローブを抑
圧することができる．
モーメント法を用いて数値シミュレーションを行い，

損失性インダクタ素子が指向性利得に与える影響を明ら
かにする．図 2にその結果を示す．インダクタを装荷す
ることによってグレーティングローブが抑圧されたこと
が分かる．また，インダクタの損失があっても，動作利
得は無損失の場合とよく一致することも分かる．以上の
ことから，インダクタを装荷することで主ビームの利得
に大きな影響を与えることなくグレーティングローブを
抑圧できることが明らかになった．

3 まとめ
本報告では，損失性インダクタを装荷した平行二本線

路と結合したダイポールアレーアンテナを提案し，イン
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図 1 提案アンテナモデル
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図 2 提案アンテナの動作利得 (d = 0.7λ0)

ダクタの装荷によってグレーティングローブを抑圧でき
ることおよびインダクタの損失が利得にほとんど影響し
ないことを数値シミュレーションによって明らかにした．
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